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杉並区社会福祉協議会　実施計画（平成２１～２３年度）についての区民等意見

整
理

頁 項目名 意見（要旨）
分
類 社協の考え方

1 2 Ⅰ-2
計画策定の
目的

社協自体の存在・事業基盤、社会福祉法人としての社協
を理解している一般の区民がどの程度いるか疑問であ
る。このようなことを理解してもらえる内容をいれたら良
い。

A 社協の使命についての記述を追記します。

2
「地域をつくる」という言葉。杉並に住む我々にとっては
「地域」は杉並のなかの「どこか＝モデル地域」のように感
じる。

C
社協の理念を基礎に体系図を作成したの
で、このような表現になっています。

3
誰でも参加できる・・・とあるが、何に参加するのか。抽象
的なので、例えば・・・に　の様に具体的表現にしてはどう
か。

C
社協の理念を基礎に体系図を作成したの
で、このような表現になっています。

4
３年後の目指す姿を到達目標として、定量的に表せない
か。

A
事業の性格上、数値化しにくい事業も多くあ
りますが、出来る限り数値化します。

5
総花的で盛りたくさんの内容だが、更に年度別に重点項
目を明示して計画を進めるべきではないか。

C
区民に広く社協事業を理解していただくため
に、今年度はほぼ全事業を掲載しました。

6
全項目を網羅するには３ヵ年では期間が短いと危惧す
る。よって最重点項目より、幾つかをピックアップして、人
員配置・予算等を再検討する必要があるかと思う。

C
計画改定時には5ヵ年計画を目指します。今
回は、社協全体の事業紹介に重点を置きま
した。

7
予算内容が示されていないので、財務状況をどの程度、
改善出来るのか判断できない。

C
年度ごとの事業計画書で、前年度比を記載
しています。

8
多くが２１～２３年度同じような言葉と予算額が並んでい
て本当に３ヵ年計画として妥当なのか見えない。

A

21年度事業については、確定した予算を掲
載します。
翌年度以降は、現時点では予測できないた
め21年度と同額を記載しています。

9

表の中の「到達目標」が抽象的な表現となっている。３年
後の時点で、目標に到達できたかどうか、「３年後のめざ
す姿」がどこまで実現できたかどうかを確認し、判断する
ことが困難だと思う。できる限り、数値や具体的な判断基
準で記載できないか。

A
事業の性格上、数値化しにくい事業も多くあ
りますが、出来る限り数値化します。

10

「地域福祉の接点」としての機能役割がわかりにくくなって
きたという問題意識に対しての取組項目としてはこれで十
分か？又、毎年の事業費が同じというのも疑問である。
この事業分野の到達目標を定量的に表現する必要があ
ると思う。

B

広報紙だけではなく、他の社協PR事業（イ
ベント等）なども効果的に活用し、社協の機
能や役割の理解促進に努めます。
社協全体で総合的に検討し実施していきま
す。

11

「すぎなみ社協」の発行３回→４回とのことだが、発行部
数は？
「便利帳ハンドブック」の配布先および部数は？
「社協リーフレット」の配布先および部数は？

A 掲載します。

12
「すぎなみ社協」を区報の中に折り込むことが出来るのな
らば、もっと読んでくれるのではないか。

C

区とは別の法人であり、社協だけ区報に折
り込む事は難しい。
現在は広告の少ない月曜日に発行していま
す。

13
「うぇるフェスタ」は名前や内容がよくわからない人が多
い。新しいネーミングを考えるべきではないか。

B
開催方法等検討しますので、参考意見とし
て提案します。

14
うぇるフェスタでの改善と模擬体験セットの増加は効果あ
ると思うが、これだけで十分か。

C
その他の方法について、社協内部で検討し
ます。

15 11 Ⅱ-1-3
地域福祉活
動推進事業

課題として「各事業を総合化した取組」とあるが取組項目
には反映されていないようにみえる。

C
今後の課題としており、21年度に内部で検
討します。

16

これからの地域福祉を考えると、民生委員、自治会の役
割・活動内容から若返りが必要である。
若い人・主婦たちへのボランティア活動のアピール・組織
化、また退職後の６０代の男性へのアピール・組織化を実
施計画の中に取り入れたらよい。

B
現在実施している事業の中で、拡大します。
21年度行動計画に記載します。

17

広報、社会福祉普及、地域福祉活動推進、ボランティア
活動推進事業の相互作用のようなことは考えなくていい
のか。
例えば、他の事業の問題点がボランティア相談に現われ
てくるかもしれない。

B

広報事業、社協PR事業（イベント等）など、
社協全体で総合的に検討し実施していきま
す。
効果的な情報を共有していきます。

３年後のめ
ざす姿

計画の内容

Ⅰ-33

Ⅱ

Ⅱ-1-1 広報事業

社会福祉普
及事業

ボランティア
活動推進事
業

Ⅱ-1-4

Ⅱ-1-2

12

10

9



杉並区社会福祉協議会　実施計画（平成２１～２３年度）についての区民等意見

整
理

頁 項目名 意見（要旨）
分
類 社協の考え方

18 30 Ⅲ 基盤整備
地域ニーズの把握と分析、企画開発とあいまって、検討し
てもらいたい。

C 今後内部で検討していきます。

19 33 行動指針
それぞれの向上度合いを定量化すべきだと思う。（３年で
どのくらい改善するのか？）

B

三つの向上それぞれに、具体的な行動（求
められる行動）があります。全職員がその指
針どうりに行動できることが目標です。21年
度は、顧客満足度向上運動のなかで、「仕
事の見直しチェックシート」40項目を自己採
点しますが、すべて○になることが目標とな
ります。

20

杉並区における高齢者の現状や介護認定の状況、障害
者手帳の交付件数、ケア２４の所在状況、社協の予算や
仕組みなど、社会福祉や社協に関する基礎的な資料を掲
載してはどうか。

A

社協の計画なので、区の資料を載せること
はできませんが、ケア24の所在地は掲載し
ます。
予算の仕組みなどについては、検討しま
す。

21

多岐にわたる計画を円滑に進める為にも、多くの人々に
周知してもらう事が必要であり、広報等での紹介の他、
「あんさんぶる」の集客力を高めることも急務であると思
う。

C

今後も社協広報だけではなく、イベント、区
広報紙への掲載依頼等PRにつとめます。
「あんさんぶる荻窪まつり｣への参加もその
ひとつです。
「あんさんぶる荻窪」は複合施設であり、そ
の集客力を高めることが、社協を理解して
いただくことにつなげることは難しいと考え
ますが、様々な方法で努力をしていきま
す。。

22
公益事業体といえども赤字のたれ流しは許されない。計
画と併せて収益性も追求すべきであると思う。

C

社会福祉協議会の性格上、収益性を追及し
ていくことは難しいが、経費の効率化、費用
対効果等を考慮しながら入れながら事業を
実施していきます。

23
町会自治会から会費を集金するだけでなく、町会自治会
の定期総会や定例会に社協職員がたまには参画し、相
互の意見交換を行ってはどうか。

B

社協新規事業等の説明に出向いたり、町会
自治会からの依頼に応え、事業説明等に
行っています。
今後、連携のあり方等について、他の方法
も検討していきます。

24

難しい問題とは思うが、ささえあう地域づくり、町づくりに
は行政が縦割りで縄張り区分を行っている間は、その下
の町会長及び世話役達も親身に地域づくりには参画しな
いのではないか。

B
行政の担当課とも協議しながら連携を強化
していきます。

25

ほとんど文章と表だけから作成されているので、区民が
気軽に読めたり、関心をもって手にしたりできるよう、カッ
トや図案も入れ、高齢者にも親しみのもてるわかりやすい
体裁にしてはどうか。

A カット等を挿入していきます。

26

言葉や事業名、単語などの意味や定義を、表の欄外にわ
かりやすく解説していくと、読みやすくなる。
例：うぇるフェスタ、介護予防事業、あんしん協力員、ケア
２４、権利擁護、障害者自立支援事業、生活支援員

A 一部記載します。

その他

資料編
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